高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書の

作成について

２００５年４月１８日

平成１６年度の研究成果について、

(1) 以下の書式による「研究成果報告書」

(2) 自由様式による「実施報告書」

(3) 論文別刷（電子ジャーナル等で取得可能なものを除く）

を送付願います。(1),(2)についてはWebで公開します。

ファイルにて送付願います。(3)について必要がある場合には郵送願います。
(1)「研究成果報告書」(wordファイル)

・当該年度の研究成果の概要を和文と英文で記入して下さい。

・研究成果をホームページで公開している場合は、アドレスを記入して下さい。

・ 研究成果の公表につきましては、研究発表件数、査読付きの学術論文数、国際会議等のプロシーディング論文数、その他（紀要、投稿中の論文）の数にわけて記入して下さい。論文等につきましては、本機構の大型シミュレーション研究で行われたことがわかるものに限りますので、ご注意ください。
(2)「実施報告書」(ファイルの形式は特に問いません)
特に、様式は問いませんが、Ａ４判縦用紙に横書きで次の事項をご記入願います。

1 研究組織

2 当該年度の実施報告の詳細

3 口頭研究発表、発表論文（査読）、国際会議等のプロシーディング論文、その他投稿

中の論文等のリスト。論文等につきましては、本機構の大型シミュレーション研究で

行われたことがわかるものに限りますので、ご注意ください。
　　(3) 論文別刷

　　　　電子ジャーナルおよび電子プレプリントについては、上記のリストからこちらで

作成します。こちらで作成できないものついては、後日送付して頂くことがあります

のでご協力ねがいます。

（注意）なお、これらの資料は大型シミュレーション審査委員会等での参考資料となります。

また報告書の提出がない場合には、現在の利用について一時停止することもあります

ので、ご注意ください。

　　ファイルの送り先

　　   松古栄夫

　　　　hideo.matsufuru@kek.jp
郵送先

〒305-0801　茨城県つくば市大穂１－１
高エネルギー加速器研究機構

　計算科学センター・事務室　　　　029-864-5473

締め切り平成１７年５月２７日（金）

高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書（H１６年度）
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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）
フレーバー物理の現象論で必要となるハドロン行列要素をクェンチ近似によらない格子QCDシミュレーションを用いて計算すること、またそのための基本的な手法を開発することが、本研究課題の目的である。平成１６年度には主として、(1) B中間子混合の研究、(2) K中間子崩壊形状因子の計算、(3) NF=2+1 シミュレーション、を行った。(1) については、平成１５年度までに行った計算によるグリンスタイン比の解析を継続している。(2) は平成１６年度に始めた計算で、K((l( 崩壊の形状因子のSU(3)対称性の破れの寄与を精密に計算する手法を開発し、小林益川行列要素|Vus|の決定に必要な1%の精度を得られることをしめした。(3) は平成１５年度から継続して行っている大規模シミュレーションである。クォークによる真空偏極の効果をアップ、ダウンおよびストレンジクォークのすべてについて取り入れたシミュレーションを格子間隔３点で実行し、連続極限でのハドロン質量等の物理量を計算する。現在は最も細かい格子点のシミュレーションを続行中で、平成１７年度中に結果を得る予定である。
（英文）

The target of this research project is to calculate the hadronic matrix elements appearing in the phenomenology of quark flavor physics. The calculations have to be carried our without the quenched approximation in order to avoid uncontrollable systematic errors. In FY2004, we carried out (1) calculation of neutral B meson mixing matrix elements, (2) calculation of kaon semileptonic decay form factors, and (3) large scale simulation with 2+1 dynamical quark flavors. For (1), the the analysis is going on to obtain the Grinstein ratio of the B/D meson leptonic decay constants. (2) is a new project to calculate the K((l( form factor, which is necessary to extract the Cabibbo-Kobayashi-Maskawa matrix element |Vus|, to a 1% accuracy. (3) is our long-term project to perform the unquenched simulations including the effects of up, down and strange quarks at three lattice spacing. The simulation at the finest lattice spacing is still on-going, which we plan to finish by the end of FY2005.
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